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標題： 経済産業省 国際化促進インターンシップ事業  水道テクニカルサービス株式会社に

おける事例の紹介 新興国で期待される日本の漏水調査技術 現地水道局にアプロー

チしてアジア各国に事業展開を進める 

水道テクニカルサービス株式会社（以下、同社とする）は横浜市に本社を置く漏水調査の専

門会社であり、漏水を調査・発見する事業と、漏水監視機器 L-sign のシステム提供を行って

いる。今後はアジアに業務領域を拡げて、現地のインフラ改善に役立てたいと考えている。す

でに JICA、JETRO、横浜市の民間支援制度を活用し、インド・ベトナムで漏水調査業務および

人材育成（技術）トレーニングに係る業務を現地水道局から受託した実績がある。さらなる拡

大を目指し、インドネシア進出を検討している。インドネシアのインターンと協働して異文化

理解と現地ニーズの把握を図ることが案件形成の近道になると考え、本事業に応募した。 

《インターン》  岐阜大学工学部に留学経験のあるインドネシア人女性。 

《活動内容》  漏水調査に関わる講習後、インターンの希望で日本のビジネスマナー（名

刺交換や電話対応、取引先への同行など）を経験した。主な活動は、インドネシアのマーケッ

トリサーチ（インターネット、電話等によるニーズ収集）、インドネシア語の会社・技術紹介

資料作成サポート、インドネシア展示会のフォロー、社員に向けてインドネシアの文化および

水道事情のプレゼンテーションである。受入れにあたってイスラム教徒であるインターンに配

慮した社内環境を整えた。プレイヤールームの準備、お祈り時間に合わせた就業時間の配慮、

モスク、ハラルレストランやスーパーの情報提供など、インターンが活動に注力できる環境づ

くりを心がけた。 

《受入成果》  インドネシアのマーケットや文化の理解。インドネシアの関連サイトやニ

ュースの閲覧、マーケット調査による現地の課題を具体的な把握。複数の現地水道局へのコン

タクト、ヒアリング。来日した海外の水道局幹部職員への同社事業のプレゼンテーション。こ

うした基礎調査などを基にした、ターゲット 3水道局への提案書を作成。社員全体の異文化へ

の興味・理解が深まり、今後の事業展開を見据えて、英語など語学のスキルアップに取り組む

社員も増えた。 

《インターンの声》  岐阜大学留学中に日本の水道と浄化システムを研究したので、同社

の事業は大いに興味があった。インドネシアの漏水問題は深刻で、インドネシアでの平均的な

無収水（漏水などで料金徴収できない水）率は約 33％にもなる。同社の技術は、インドネシア

の無収水対策に非常に有効である。活動を進める中で、日本のビジネススタイルを学び、日本

語スキルを向上させることができた。同社の皆さんは常に私を気遣い、活動をサポートしてく

れた。あたたかい友情を示してくれた社員の皆様に本当に感謝している。帰国後は、日本で得

た漏水探知技術に関する知識を母国の事業者に浸透させたい。インドネシアの水道事業者と共

同でプロジェクトを行えるよう、引き続き同社をサポートしていきたい。 

備考 国際化促進インターンシップ事業の目的、内容については、上記サイトの「事業内容」

を参照。2020 年度国際化促進インターンシップの実施時期は、日本を含む全世界での新型コロ

ナウイルス(COVID-19)感染拡大の現状を鑑み、現在経済産業省と協議中である。 

 


